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日本共産党鴻巣市議会議員

諏訪 三津枝
ＷＥＢで すわみつえ

ホームページで、すわみつえ
の政策とお約束をご紹介します。

核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
な
が
ら
被
爆
地
広

島
・
長
崎
を
目
指
し
て
歩
く
「
２
０
２
０
年
・
被

曝
75
年
の
国
民
平
和
大
行
進
」
は
７
月
23
日

（
木
）９
時
に
鴻
巣
市
役
所
庁
舎
玄
関
前
で
出

発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
３
密
を
防
ぐ
た
め
各
団
体
の
代
表

者
の
参
加
に
限
り
、
歩
い
て
の
行
進
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
宣
伝
カ
ー
で
市
内
を
回
っ

た
後
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
鴻
巣
市
か
ら

北
本
市
に
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、さ
ら
に
、

「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」の
声
は
広
島
・
長
崎

へ
と
続
き
ま
す
。

２
０
１
７
年
７
月
に
国
連
総
会
で
、１
２
２

か
国
の
賛
成
に
よ
っ
て
核
兵
器
禁
止
条
約
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
条
約
は
、50
か
国
が
批

准
す
れ
ば
90
日
後
に
発
効
し
ま
す
。
批
准
し

た
国
は
40
か
国
に
達
し
ま
し
た（
２
０
２
０
年

７
月
26
日
現
在
）。
あ
と
10
か
国
で
す
。

炊
き
出
し
を
待
つ
列
静
か
風
青
し

小
野
嗣
朗

毎週朝 駅頭においてホットなニュース「すわみつえ通信」をお届けします。
（月）吹上駅南口 （火）北鴻巣駅東口 （水）北鴻巣駅西口 （木）吹上駅北口 （金）鴻巣駅西口

俳
句
コ
ー
ナ
ー

広
島
・
長
崎
の
被
曝
75
年
と
な
る
今
年

こ
そ
日
本
が
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割

を
果
た
す
よ
う
政
治
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

郡
市
医
師
会
が
県
よ
り
委
託
さ
れ
て
、Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

委
託
を
来
年
３
月
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
診
療
時
間
の
延
長
な
ど
検

査
体
制
を
増
強
す
る
た
め
の
費
用
と
し
て

い
ま
す
。

「
国
民
平
和
大
行
進
」
に
参
加
し
て

「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」の
声
と
ど
け

各団体の皆さん、（写真前列・左から２番目）

すわみつえ市議＝鴻巣市役所玄関前、7月23日

鴻
巣
市
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

感
染
者
増
え
て
い
ま
す

７
月
24
日
に
鴻
巣
市
で
は
、21
例
目
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
公
表
し
ま

し
た
。
埼
玉
県
内
の
陽
性
確
認
者
数
は
、２
，

０
３
５
人（
７
月
25
日
現
在
）
で
、入
院
さ
れ

て
い
る
方
は
、２
５
８
人（
う
ち
重
症
者
３

人
）
、県
が
指
定
し
た
宿
泊
所
で
の
療
養
者

は
１
０
３
人
、
自
宅
療
養
者
は
70
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
退
院
・
療
養
終
了
し
た
方
は
、

１
，４
９
７
人
で
す
。（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

埼
玉
県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
よ
る
と
、緊
急

事
態
宣
言
時
の
陽
性
率
は
０
・
５
％
ま
で
下

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
再
び
４
％
ま

で
上
が
っ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
議
会
で
医
療

体
制
の
拡
充
決
ま
る

６
月
の
埼
玉
県
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
・
第
二
波
に

備
え
る
た
め
、
医
療
提
供
体
制
の
強
化
や

医
療
・
介
護
従
事
者
等
支
援
の
補
正
予
算

が
組
ま
れ
ま
し
た
。

発
熱
外
来
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
の
た
め

１
３
億
２
０
８
０
万
２
千
円
の
追
加
。
現
在
、

体
調
変
化
の
と
き
は
、

い
つ
も
の
お
医
者
さ
ん
に
電
話

体
調
の
変
化
や
発
熱
で
不
安
を
感
じ
ら

れ
ま
し
た
ら
、
ま
ず
「
か
り
り
つ
け
医
・
普
段

か
か
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
」
に
電
話
で
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
感
染
の
疑
い
が
あ
れ

ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。



おいしそうな白桃な

のに、手に取るとオ

カリナ？演奏家の軽

部りつこさん（42）

＝岡山市北区＝が、

白桃そっくりのオカ

リナ「もも笛」を作っ

た。童謡「桃太郎」

を演奏するために考案した専用の楽器で、岡山のＰＲにつな

げたいと意気込んでいる。

もも笛（直径約８センチ）はその名の通り、白桃そのもの

の形。完熟をイメージし、淡いクリーム色に一部をピンクに

色付けしている。普通のオカリナは１３個の穴があるが、

「桃太郎」専用にするため、あえて６個にとどめた。演奏に

必要なドレミソラドの６音だけが出る。白桃のように大きな

サイズにすると音は低くなるが、かわいらしい音が出るよう

中に間仕切りを設ける工夫もした。

軽部さんは長年、オカリナ奏者として活動し、楽器も制作

してきた。岡山を代表する果物と、誰でも手軽に音を出せる

オカリナの合体を発案。岡山には桃太郎伝説にまつわる数多

くの史跡があることから、童謡と結び付けた。

自ら演奏に使うほか、１個３千円で販売も行っている。第

１弾で作った３０個は完売した。今後は足守プラザ（同足守）

と共同で生産を続ける予定にしており、桃太郎の楽譜とセッ

トで販売する。 【山陽新聞 7月19日付】

５年に１度の国勢調査が今秋実

施されるのに合わせ、静岡市はＰ

Ｒ役を担う飼い犬１００匹を募集す

る。散歩中の犬にＰＲ用のスカー

フを身に着けてもらい、歩く広告

塔として活動してもらう同市独

自の取り組み。

新型コロナウイルス感染症対

策として、調査員と市民の接触

の機会を極力減らそうと、市はイ

ンターネットでの回答を推奨して

いる。そのＰＲ役として散歩の機

会が多い飼い犬に着目し、国勢

調査インターネット回答推進大使「ワンバサダー」とし

て委嘱することにした。

任期は９月２日から１０月７日まで。散歩だけでなく、ス

カーフを着けた姿を会員制交流サイト（ＳＮＳ）に投稿し

てもらい、ＰＲの相乗効果も狙う。

今回の国勢調査が１００周年にあたることから、募集

犬数を１００匹にした。 【静岡新聞 ７月21日付】

見た目は白桃ですが 実はオカリナ
「桃太郎」専用 岡山の演奏家作る

静岡市「ワンバサダー」１００匹

委嘱へ 特製スカーフ着けて
お散歩、「国勢調査」ＰＲ役に

熱中症の搬送、６月は1.8倍 埼玉県の

「まいたま防災」アプリで危険通知

厳重警戒以上の日、昨年熊谷で４６日

埼
玉
県
は
、県
の
災
害
対
策
ア
プ
リ

「
ま
い
た
ま
防
災
」
で
熱
中
症
予
防
情

報
を
プ
ッ
シ
ュ
配
信
し
て
い
る
。
予
防

情
報
は
ま
い
た
ま
防
災
に
利
用
登
録

す
る
こ
と
で
、
当
日
の
暑
さ
指
数
が

「
厳
重
警
戒
」
以
上
に
な
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
に
配
信
さ
れ
る
。

暑
さ
指
数
は
、
湿
度
、
気
温
、
輻
射

（
ふ
く
し
ゃ
）
な
ど
の
熱
環
境
を
反
映

し
た
指
標
。
暑
さ
指
数
は
危
険
、
厳
重

警
戒
、
警
戒
、
注
意
の
４
段
階
で
示
さ

れ
、
指
数
が
厳
重
警
戒
以
上
に
な
る
と

予
測
さ
れ
る
と
、
午
前
８
時
ご
ろ
に
利

用
者
に
通
知
が
届
く
。

県
内
に
あ
る
寄
居
、熊
谷
、久
喜
、秩

父
、
鳩
山
、
さ
い
た
ま
、
越
谷
、
所
沢
の
８
観

測
所
の
う
ち
、
一
つ
で
も
厳
重
警
戒
以
上

の
観
測
所
が
あ
れ
ば
通
知
さ
れ
る
。
厳
重

警
戒
以
上
の
日
数
は
熊
谷
で
２
０
１
８
年

に
67
日
、19
年
に
46
日
あ
っ
た
。

県
に
よ
る
と
、６
月
に
県
内
で
熱
中
症
の

疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
の
は
前
年
同
月

比
で
約
１
・
８
倍
の
３
７
９
人
に
上
っ
た
。

白
桃
そ
っ
く
り
の
「
も
も
笛
」

スカーフを着けた犬

「新型コロナＱ＆Ａ」

第４弾パンフできました
東京など大都市部を中心に新型コロナ感染症が再拡大し

ています。暮らしや営業への打撃も重大です。どうしたら感
染拡大を防止できるのか、暮らしや営業を守るには．．．。

Ｑ＆Ａで考えます。 （「しんぶん赤旗」７月１９日付掲載）
★日本共産党ホームページからダウンロードできます
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